
展
の
た
め
、
教
育
や
産
業
、
健
康

福
祉
な
ど
の
分
野
で
献
身
的
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
農
業
委
員
会
委
員
や

町
行
政
連
絡
員
、
町
公
衆
衛
生
組

合
連
合
会
副
会
長
と
し
て
も
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

堀
欠
さ
ん
は
「
好
き
な
絵
を
書

い
て
い
る
時
が
一
番
楽
し
い
で
す

な
あ
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

堀
欠
伍
八
郎
さ
ん
が

高
齢
者
叙
勲
で
旭
日
単
光

章
を
受
章
し
、五
月
二
十

三
日
、
中
村
哲
雄
町
長

か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

堀
欠
さ
ん
は
、
昭
和

五
十
一
年
に
鐚
巻
町
議

会
議
員
に
当
選
以
来
、

連
続
三
期
十
二
年
間
在

職
し
、
地
方
自
治
の
進

地
方
自
治
に
貢
献
し

旭
日
単
光
章

〔５〕平成18年６月１日・広報くずまき 広報くずまき・平成18年６月１日〔４〕

地
域
医
療
に
貢
献
し

瑞
宝
双
光
章

平
成
十
八
年
春
の
叙
勲
で
、
西

島
康
之
さ
ん
が
地
域
医
療
へ
の
貢

献
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
し
ま
し
た
。

西
島
さ
ん
は
、
岩
手
医

科
大
学
医
学
部
大
学
院
を

卒
業
後
、
同
大
学
に
勤
務

し
、
講
師
、
医
局
長
を
経

て
、
昭
和
四
十
七
年
に
西

島
医
院
を
開
業
し
ま
し

た
。
以
来
、
地
域
住
民
の

健
康
保
持
、
増
進
の
た
め

に
昼
夜
を
問
わ
ず
診
療
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
、
日

本
で
初
め
て
「
農
夫
肺

症
」
を
発
見
し
、
母
校
の
同
大
学

と
共
同
で
診
断
や
治
療
、
予
防
を

確
立
さ
せ
ま
し
た
。
平
成
十
二
年

に
は
、
長
年
に
わ
た
る
献
身
的
な

医
療
活
動
が
認
め
ら
れ
、
読
売
医

療
功
労
賞
を
受
賞
。
昨
年
は
、
日

本
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
功
労
会
員
に

推
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
長
年
、
鐚
巻
高
校
な
ど
の

学
校
医
を
務
め
る
ほ
か
、
健
康
で

住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
続
け
、
町
の
保

健
、
医
療
、
福
祉
の
充
実
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
健
康
は
体
と
精
神
、
そ
し
て

環
境
が
大
切
で
す
。
健
全
な
環
境

な
く
し
て
、
健
康
は
あ
り
え
ま
せ

ん
。今
後
も
町
民
の
健
康
の
た
め
、

力
を
尽
く
し
た
い
と
思
う
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

春
の
叙
勲

西島 康之さん
（72歳・新町）

堀欠 伍八郎さん
（88歳・四日市）

高
齢
者
叙
勲

「くずまき高原環境の森づくり事業」として、
5月20日開かれた第6回町植樹祭。本町に初
めて「企業の森」が誕生し、町と町森林組合、
森林所有者である首都圏の2社との間で、そ
れぞれ森林保全管理協定が結ばれました。今
後、森林がもつ多面的な機能が発揮され、環
境保全や都市との新たな交流の展開に期待が
寄せられています。

森
林
保
全
管
理
協
定
の

調
印
式
は
五
月
二
十
日
、

植
樹
祭
に
先
立
ち
、
ふ
れ

あ
い
宿
舎
グ
リ
ー
ン
テ
ー

ジ
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
協
定
を
結
ん
だ
の
は
、

町
内
に
約
七
謔
の
山
林
を

社
長
個
人
が
所
有
し
て
い

る
小
岩
金
網
株
式
会
社

（
本
社
東
京
都
、
西
村
専
次

社
長
）、
新
た
に
約
六
謔
の

山
林
を
購
入
し
た
株
式
会
社
藤
島

建
設
（
本
社
埼
玉
県
、
佐
藤
善
之

社
長
）
の
二
社
で
す
。

協
定
は
、
企
業
側
が
社
員
や
顧

客
の
環
境
学
習
や
憩
い
の
場
な
ど

と
し
て
「
企
業
の
森
」
を
活
用
し
、

管
理
は
町
森
林
組
合
が
請
け
負

い
、
町
は
同
組
合
と
と
も
に
森
林

の
環
境
保
全
活
動
に
協
力
し
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
佐
藤
社

長
は
「
鐚
巻
の
カ
ラ
マ
ツ
集
成
材

は
品
質
も
高
く
、
住
宅
販
売
で
評

価
を
得
て
い
ま
す
。
森
林
を
伐
採

し
た
分
の
回
復
と
と
も
に
、
社
会

レ
ー
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
、
木
の
植
え
方
や
植
樹

の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

く
ず
ま
き
高
原
環
境
の
森
づ
く

り
事
業
は
「
企
業
の
森
」
を
一
つ

の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
手
入
れ
の
行
き
届
か
な
い
山

林
を
企
業
の
力
を
借
り
て
整
備

し
、
森
林
に
親
し
み
、
そ
の
役
割

や
環
境
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

い
な
が
ら
、
住
民
と
の
交
流
な
ど

に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
つ
な
が

り
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

貢
献
の
場
と
し
て
も
森
を
生
か
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
小
岩
金
網
で
は
、
里
山
森

林
整
備
実
行
委
員
会
（
竹
川
高
行

委
員
長
）
が
行
う
「
森
か
ら
の
新

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
事
業
」
の
実
践
の

場
と
し
て
提
供
し
ま
す
。

く
ず
ま
き
高
原
環
境
の
森
づ
く

り
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
植
樹
祭

は
「
く
ず
ま
き
高
原
ふ
じ
し
ま
の

森
」
と
な
っ
た
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ

北
側
の
山
林
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

伐
採
跡
地
と
な
っ
て
い
た
斜
面

に
、
山
林
再
生
の
た
め
に
カ
ラ
マ

ツ
二
百
五
十
本
、
憩
い
の
場
と
し

て
も
楽
し
め
る
よ
う
サ
ク
ラ
五
十

本
と
山
ツ
ツ
ジ
六
十
本
が
、
町
民

約
二
百
五
十
人
や
参
加
し
た
二
社

の
社
員
ら
の
手
で
、
し
っ
か
り
と

植
え
ら
れ
ま
し
た
。

小
屋
瀬
森
林
愛
護
少
年
団
や
江

刈
小
、吉
ケ
沢
小
の
児
童
も
参
加
。

植
樹
後
は
木
の
名
前
を
書
い
た
プ

木の植え方を聞きながら作業する小学生

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
小
屋
瀬

中
学
校
（
吉
田
幸
雄
校
長
、
生
徒

三
十
七
人
）
は
、
平
成
十
八
年
度

「
み
ど
り
の
日
」
自
然
環
境
功
労

者
環
境
大
臣
表
彰
（
い
き
も
の
環

境
づ
く
り
・
み
ど
り
部
門
）
を
受

賞
し
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

の
生
息
地
な
ど
の
確
認
を
契
機
に

環
境
学
習
に
取
り
組
み
、
平
成
九

年
か
ら
本
格
的
に
「
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
デ
ー
」
を
設
け
、
学
区
内

の
五
地
区
に
生
徒
と
教
職
員
が
分

か
れ
、
水
質
や
動
植
物
の
調
査
、

希
少
種
の
保
護
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

平
成
十
五
年
に
着
工
し
た
土
谷

川
の
河
川
改
修
工
事
で
は
、
同
校

の
活
動
実
績
を
生
か
し
、
希
少
種

の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
と
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ

ガ
イ
の
調
査
や
移
植
作
業
が
行
わ

れ
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
川
づ

く
り
に
貢
献
し
た
功
績
な
ど
が
認

め
ら
れ
て
の
受
賞
で
す
。

四
月
二
十
八
日
、
東
京
都
新
宿

御
苑
で
の
表
彰
式
に
出
席
し
た
生

徒
会
長
の
林
亜
里
沙
さ
ん（
三
年
）

は
「
先
輩
や
地
域
の
方
々
が
積
み

重
ね
て
き
た
活
動
が
全
国
で
認
め

ら
れ
、
す
ば
ら
し
い
賞
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
受
賞
に

よ
っ
て
私
た
ち
の
意
識
も
高
ま
り

ま
し
た
。
今
後
も
環
境
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
力
を
入
れ
、
さ
ら
に
良
い

自
然
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
意
欲
を
み
せ
て

い
ま
す
。

本
年
度
の
表
彰
は
四
十
二
件
、

本
県
は
二
団
体
の
受
賞
で
す
。 林生徒会長㊨と

小池ゆり子大臣

小
屋
瀬
中
が
環
境
大
臣
表
彰

河
川
の
動
植
物
を
守
る
活
動
が
評
価

土谷川でカワシンジュガイを採集
する小屋瀬中の生徒（平成14年）

森林保全管理協定に調印後、握手する
㊨から中村哲雄町長、西村専次社長、
佐藤善之社長、中崎和久町森林組合長

みんなにやさしい暮らし方

わたしたちは、地球が与
えてくれるエネルギーや資
源などを利用して、便利で
豊かな生活ができるように
なりました。
しかし、このことが地球温暖化や
酸性雨、オゾン層破壊などの地球的
規模の環境問題をもたらしていま
す。６月は環境月間、６月５日(月)
は「環境の日」です。
この機会に、わたしたちが日常で
きることは何か、しなければならな
いことは何かを考え、家族や事業所
などで話し合い、実行してみてはい
かがでしょうか。

◆アイドリング・ストップ
────────────
荷物の積み降ろしや駐車中などの
エンジンのかけっぱなしは、大量の
排出ガスをまき散らします。不必要
なアイドリングはやめましょう。

◆ごみを出さない暮らしを
────────────
省資源・省エネルギーは、未来の
子どもたちへの贈り物です。

◆家庭でできる省エネ対策
────────────
エアコン、冷蔵庫、照明器具、テ
レビの４つで全体の約66％の電気
エネルギーが使われています。
身近なことから省エネを始めましょ
う。
・暖房器具や冷房設備などのつけっ
放しを控えましょう。
・室内の温度はこまめに調整しまし
ょう。
・シャワーの流しっ放しはやめまし
ょう。
・照明はこまめに消しましょう。
・不必要なテレビのつけっ放しは控
えましょう。
・冷蔵庫の温度調整やドアの開閉に
気を付け効率的に使いましょう。
・電気製品を買うときは、省エネ型
を選びましょう。

◆リサイクル製品を積極的に使い
───────────────
ましょう
────

６月は
環境月間です
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